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   This is  w case report of an adrenal cyst which developed in a 36-year-old man. The patient ex-
perienced sudden abdominal pain, accompained by sweating. The diagnosis was established by 
ultrasound-sonography and CT-scan. The adrenal cyst was removed surgically; it measured 20  x 10 
 X 10 cm and contained 1,900 ml of a white, cloudy fluid. Histological examination showed that the 
cyst wall was lined with mesothelial cells and was of congenital origin. The cyst was endocrinologically 
non-functioning, for all the endoclinological data were within normal limits. After surgery, however, 
hypertension has persisted and has been diagnosed as being essential in origin. This is the 63rd case 
reported in the Japanese literature. 


















近 医 を 受 診.腹 部 単 純 撮 影 な どに て右 上 腹 部 腫瘤 が 認
め られ,同 時 に 高 血 圧 を 指摘 され 精 査 目的 に て某 病 院
に 入 院 した.右 副腎 腫 瘍 が疑 わ れ,1982年10月ユ8日当
科 入 院.
現症:身 長162cm,体 重72kg,体 格 中 等,中 等 度
肥 満.血 圧198/138mmHg,脈拍72/分整,右 上 腹 部
に10×10cmの 腫 瘤 を触 知,表 面平 滑,弾 性 軟 可 動
性 な く,圧 痛 な し.そ の 他理 学 的 所 見 に 異 常 は認 め な
か った.
入 院時 検 査 成 績:血 算;白 血 球 数6.6×103/Pt1,赤
血 球 数5・06×106/μ1,Hb15.49/dl,Ht47.4%o血小
板 数188×lo3/μ1,GoT25,GPTユ2,LDH350,
ALP6.2,総ビ リル ビ ンo.4mg/dl,総タ ンパ ク7.0
9/dl,アル ブ ミ ン4.59/dl,BuNI51ng/dl,クレア
チ ニ ン1・3mg/dl,空腹 時 血 糖94mg/dl,Na145
mEq/lK4・3mEq/l,clIo7mEq/1,血沈6mm/hr,
GRP(±),尿 検 査;尿 蛋 白(一),尿 糖(一),尿 沈 渣,
赤 血球1～5/hpf,白血 球1～5/hpf,円柱(一),細 菌





コ ーチ ゾル5.5μ9/dl,アル ドス テ ロン125pg/ml,
ア ド レナ リン9.6μ9/1,ノル ア ド レナ リン46・5μ9/1
尿 中17-KS5.Omg/day,17-OHCS6.6mg/day,
VMA7.8mg/day,HVA2.5mg/day5-HIAA2.8
mg/day,アドレナ リン5・4μ9/day,ノル ア ド レナ リ
ン80.gPt9/day,ドー パ ミ ン484.9μ9/dayレ線 検 査 な
ど;右 上 腹部 に20×15cmの 腫 瘤 陰影 を 認 め,DIP
に て右 腎は 下 方 に圧 排 さわ てい た(Fig.1).超音波 お
よびCTス キ ャ ンに て均 質 な 球状 の嚢 腫 様 陰影 を 示
した(Fig.2).血管造 影 に て 嚢 腫 は 副 腎 動 脈 の 支配
を受 け てお り,そ の伸 展 を 認 め たが 悪 性 腫 瘍 を示 唆す
る所 見 は認 め られ なか った(Fig.3)・副 腎 シ ンチ で右
副腎 は 描 出 され なか った.
臨 床 経 過 以 上 の諸 検 査 よ り内 分 泌学 的 に非 活性 な
右 副腎 嚢 腫 と 診 断 し1982年ll月12日手術 を 施 行 し
た.手 術 は 右腰 部 斜 切開 に て 後腹 膜 腔 に 到 達 した.嚢
腫 に よ り右 腎 上極 は 内下 方 へ 圧 排 され て い た(Fig.
4).嚢腫 は 薄 い 被膜 よ りな り,腎 お よび 周 囲組 織 との
剥 離 は 容易 で あ った.副 腎組 織 は嚢 腫1こ連続 性 に 付 着
して い た ため 副 腎 の 一 部 を 含め 嚢 腫 を摘 出 した,術 後
経 過 は 良 好 で あ った が 高血 圧 は持 続 した.血 中 お よび
尿 中 の ホ ル モ ン値 は 正 常 で術 前 と変 化 な く,現 在 外 来
で降圧 剤投 与 に て 経 過 観察 中 であ る.
病理:腫 瘤 は 軽 度 白濁 した 内容 液1,900mlを 含む
20×10×10cmの嚢 腫 で あ った.嚢 腫壁 は紙 様 菲 薄 で
































本邦63例を 検討 した結 果(Table1),診断 時 年 齢 を
み る と最 年 少1ヵ 月10)から最 年長73歳19)まで平 均44.7
歳 であ った,性 別 で は男 子25例,女 子38例で女 子 に 多
くAbeshouseら1)の13と 女子 に多 い報 告 と一致
してい た.患 側 は不 明1例 を除 き全 例 片側 性 で右 側23
例,左 側39例と左 側 に多 くみ られ た.本 邦 報 告 例 中23
例 で 内容量 が 計 測 され,1920)～4,2104)m1平均 ,277
mlで あ った.ま た,重 量 で 測 定 され た23例は,9.221)
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られない,しか し,今後血清,内 容液,隣 接副腎組織
の内分泌学的検索をおこない,病理組織学的診断とあ
わせて関連性を検討する必要があると考えられる.
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